
(57)【要約】

【課題】半導体組立プロセスのダイシング工程において

、ダイシングの衝撃によるスクライブライン領域の保護

膜及び各配線層の層間絶縁膜のチッピング或いは内部剥

離、ダメージの防止を実現する半導体装置を提供するこ

とを目的とする。

【解決手段】従来、スクライブライン領域２にもチップ

領域１と同様に固い層間絶縁膜７と柔らかい層間絶縁膜

４とが交互に形成されているが、本発明の半導体装置で

は、スクライブライン領域２の固い層間絶縁膜７を形成

せず、全て除去することによって、ダイシングの際に、

固い層間絶縁膜７を切断することなく、柔らかい層間絶

縁膜４のみを形成しており、層間絶縁膜４のみを切断す

るため、スクライブライン領域の保護膜及び各配線層の

層間絶縁膜のチッピング或いは内部剥離、ダメージの防

止を実現できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 ウ ェ ハ ー 上 に 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ と 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 間 に ダ イ シ ン グ 用 の ス ク
ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 を 備 え た 半 導 体 装 置 に お い て 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 領 域 で は 、 第 １ の 層
間 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 よ り 固 い 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 が そ れ ぞ れ 複 数 層 積 層 さ れ
、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 で は 、 前 記 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 せ ず 、 前 記 第 １ の 層 間 絶
縁 膜 が 複 数 層 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
半 導 体 ウ ェ ハ ー 上 に 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ と 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 間 に ダ イ シ ン グ 用 の ス ク
ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 を 備 え た 半 導 体 装 置 に お い て 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 領 域 お よ び 前 記 ス ク
ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 で は 、 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 よ り 固 い 第 ２ の 層 間
絶 縁 膜 が そ れ ぞ れ 複 数 層 積 層 さ れ 、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 前 記 半 導 体 チ ッ プ 側 の 一
定 距 離 以 内 の 領 域 で は 、 前 記 第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 せ ず 、 前 記 第 １ の 層 間 絶 縁 膜 が 複 数
層 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
第 ２ の 層 間 絶 縁 膜 が Ｓ ｉ Ｎ 膜 ま た は Ｓ ｉ Ｃ 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 組 立 工 程 で あ る ダ イ シ ン グ の 衝 撃 に よ る ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 保 護
膜 及 び 各 配 線 層 の 層 間 絶 縁 膜 の チ ッ ピ ン グ 、 内 部 剥 離 、 あ る い は ダ メ ー ジ の 防 止 を 実 現 す
る 半 導 体 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 半 導 体 チ ッ プ と 半 導 体 チ ッ プ の 間 の ス ク ラ
イ ブ ラ イ ン 領 域 を 示 し て い る 。 二 つ の 半 導 体 チ ッ プ １ の 間 に は 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 ２
が あ り 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 周 辺 に は 、 シ ー ル リ ン グ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １
お よ び ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 ２ に は 、 層 間 絶 縁 膜 ４ と 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 ５ が そ れ ぞ れ 複 数
層 積 層 さ れ 、 最 上 層 に は 保 護 膜 ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 半 導 体 ウ ェ ハ ー の ダ イ シ ン グ に お い て 、 各 配 線 層 の 層 間 絶 縁 膜 ４ 、 ５ は 固 く 、 ま
た 層 数 も 少 な く 単 純 な た め 、 チ ッ ピ ン グ あ る い は 剥 離 等 は 小 さ く 、 問 題 に は な ら な か っ た
。 し か し な が ら 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 縮 小 化 や 拡 散 プ ロ セ ス の 微 細 化 技 術 の 進 展 に 伴
い 、 プ ロ セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル ・ モ ジ ュ レ ー シ ョ ン （ 以 下 、 Ｐ Ｃ Ｍ と 略 す ） 領 域 が 複 雑 か つ
増 大 し 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 有 効 活 用 の た め に Ｐ Ｃ Ｍ を ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 に 搭 載
す る こ と が お こ な わ れ る よ う に な り 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の パ タ ー ン が 複 雑 に な っ て き
た 。 こ の こ と は 、 半 導 体 の 回 路 形 成 を 担 う 拡 散 工 程 が 完 了 し た 後 の 半 導 体 素 子 の パ ッ ケ ー
ジ ン グ を 担 う 組 立 工 程 、 特 に ダ イ シ ン グ 工 程 で 問 題 と な っ て く る 。 具 体 的 に は 、 ス ク ラ イ
ブ ラ イ ン 領 域 に 余 裕 が な く な り 、 ま た 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 へ Ｐ Ｃ Ｍ 搭 載 に よ る パ タ ー
ン の 複 雑 化 に よ り 、 半 導 体 ウ ェ ハ ー を ダ イ シ ン グ し て 、 半 導 体 チ ッ プ 個 片 に す る 際 に 、 保
護 膜 あ る い は 層 間 絶 縁 膜 に チ ッ ピ ン グ や 剥 離 、 ダ メ ー ジ が 起 こ り 、 信 頼 性 不 良 の 原 因 と な
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 従 来 は 各 半 導 体 チ ッ プ 領 域 間 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 最 上 層 の 保 護 膜 に 保 護
膜 の な い 溝 を 形 成 す る こ と に よ り 、 半 導 体 チ ッ プ 領 域 へ の チ ッ ピ ン グ を 防 止 す る 半 導 体 装
置 を 形 成 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ３ ０ ６ ８ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 さ ら な る 拡 散 プ ロ セ ス の 微 細 化 に 伴 い 、 拡 散 プ ロ セ ス に お け る 平 坦 化 技
術 が 進 み 、 平 坦 化 す る た め の 機 械 的 化 学 研 磨 に よ り 各 配 線 層 の 層 間 絶 縁 膜 の 薄 膜 化 が 進 み
、 こ れ に 伴 い 、 工 程 数 及 び 層 間 絶 縁 膜 の 各 層 数 が 増 加 し 複 雑 に な っ て き た 。 そ の 上 さ ら に
、 同 じ く 拡 散 プ ロ セ ス の 微 細 化 技 術 に よ り 、 配 線 遅 延 の 問 題 が 顕 著 に な っ て き て お り 、 そ
の 配 線 間 遅 延 を 小 さ く す る た め 配 線 間 に 挟 ま れ て い る 絶 縁 膜 に 誘 電 率 の 低 い 絶 縁 膜 （ 低 誘
電 率 膜 ） を 採 用 し よ う と し て い る 。 し か し 、 こ の 低 誘 電 率 膜 は 、 従 来 か ら 採 用 さ れ て い た
シ リ コ ン 酸 化 膜 よ り も 機 械 的 強 度 が 大 き く 低 下 す る 。 そ の た め 、 従 来 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン
構 造 で は 、 も は や 半 導 体 組 立 工 程 で あ る ダ イ シ ン グ の 衝 撃 に よ る ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の
保 護 膜 及 び 各 配 線 層 の チ ッ ピ ン グ あ る い は 内 部 剥 離 、 ダ メ ー ジ を 防 止 す る こ と が 困 難 に な
っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 保 護 膜 及 び 各 配 線
層 の チ ッ ピ ン グ 或 い は 内 部 剥 離 、 ダ メ ー ジ を 防 止 す る 半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 拡 散 プ ロ セ ス の 配 線 工 程 に よ っ て 固 い 層 間 絶 縁 膜
と 柔 ら か い 層 間 絶 縁 膜 と が 交 互 に 形 成 さ れ 、 そ の 固 い 層 間 絶 縁 膜 を ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域
に お い て 、 す べ て 除 去 あ る い は 一 部 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 は 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 に も チ ッ プ 側 と 同 様 に 固 い 層 間 絶 縁 膜 と 柔 ら か い 層 間 絶
縁 膜 と が 交 互 に 形 成 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 で は 、 そ の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域
の 固 い 層 間 絶 縁 膜 を 全 て 除 去 す る こ と に よ っ て 、 ダ イ シ ン グ の 際 に 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 を 切
断 す る こ と な く 、 柔 ら か い 層 間 絶 縁 膜 の み を 切 断 す る た め 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 保 護
膜 及 び 各 配 線 層 の 層 間 絶 縁 膜 の チ ッ ピ ン グ あ る い は 内 部 剥 離 、 ダ メ ー ジ の 防 止 を 実 現 で き
る 。 ま た 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 に お い て 、 Ｐ Ｃ Ｍ 等 固 い 層 間 絶 縁 膜 が 必 要 な 部 分 は 残 し
て 、 シ ー ル リ ン グ の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 側 に 固 い 層 間 絶 縁 膜 を 溝 の よ う に １ 部 除 去 す る 場 合
は 、 ダ イ シ ン グ の 際 に 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 を 切 断 す る こ と に な る が 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 が チ ッ
プ 側 で 除 去 さ れ て い る た め 、 ダ イ シ ン グ 時 の 衝 撃 は チ ッ プ 側 へ 影 響 し な い 。 従 っ て 、 ス ク
ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 固 い 層 間 絶 縁 膜 を 全 て 除 去 し た 場 合 と 同 様 の 効 果 が あ り 、 ス ク ラ イ ブ
ラ イ ン 領 域 の 保 護 膜 及 び 各 配 線 層 の 層 間 絶 縁 膜 の チ ッ ピ ン グ あ る い は 内 部 剥 離 、 ダ メ ー ジ
の 防 止 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 に お い て 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 を す べ て 除 去 あ る い は
１ 部 除 去 す る こ と に よ り 、 半 導 体 ウ ェ ハ ー の ダ イ シ ン グ 時 の 衝 撃 に 対 し 、 チ ッ ピ ン グ 及 び
内 部 剥 離 、 ダ メ ー ジ を 防 止 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 半 導 体 の 信 頼 性 を 向 上 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 半 導 体 チ ッ プ と
半 導 体 チ ッ プ の 間 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 を 示 し て い る 。 半 導 体 ウ ェ ハ ー 上 に 形 成 さ れ た
そ れ ぞ れ の 半 導 体 チ ッ プ １ の 間 に は 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 ２ が あ り 、 半 導 体 チ ッ プ １ の
周 辺 に は 、 シ ー ル リ ン グ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ の 領 域 で は 、 柔 ら か い 層 間
絶 縁 膜 ４ と 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７ が そ れ ぞ れ 複 数 層 積 層 さ れ 、 最 上 層 に は 保 護 膜 ６ が 形 成 さ
れ て い る 。 シ ー ル リ ン グ ３ の ス ク ラ イ ブ 側 、 つ ま り ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 ２ に お け る チ ッ
ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部 ８ で は 、 柔 ら か い 層 間 絶 縁 膜 ４ の み が 複 数 層 積 層 さ れ 、 最 上 層
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に は 保 護 膜 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 各 層 間 絶 縁 膜 ４ の 間 に は 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７ を 形 成 し な い
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７ の 除 去 さ れ て い る 部 分 で あ る チ ッ ピ ン グ 及 び 内 部 剥
離 防 止 部 ８ で ダ イ シ ン グ の ブ レ ー ド に よ り 半 導 体 ウ ェ ハ ー が 切 断 さ れ 、 各 半 導 体 チ ッ プ に
分 離 さ れ る 。 従 っ て 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 を 切 断 す る こ と な く 、 柔 ら か い 層 間 絶 縁 膜 ４ の み を
切 断 す る こ と に な り 、 チ ッ ピ ン グ 及 び 切 断 面 の 内 部 剥 離 や ダ メ ー ジ を 防 止 す る こ と が で き
る 。 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７ と し て は 、 Ｓ ｉ Ｎ 膜 や Ｓ ｉ Ｃ 膜 な ど が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 半 導 体 チ ッ
プ と 半 導 体 チ ッ プ の 間 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 を 示 し て い る 。 図 １ の 第 １ の 実 施 形 態 と 異
な る 点 は 、 シ ー ル リ ン グ ３ の ス ク ラ イ ブ 側 、 つ ま り ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 ２ の 一 部 に チ ッ
ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部 ９ を 設 け 、 チ ッ ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部 ９ だ け は 、 柔 ら か い
層 間 絶 縁 膜 ４ の み が 複 数 層 積 層 さ れ て お り 、 各 層 間 絶 縁 膜 ４ の 間 に は 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７ を
形 成 し な い 。 そ れ ぞ れ の チ ッ ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部 ９ を 除 く 内 側 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン
領 域 ２ に は 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 領 域 と 同 様 に 柔 ら か い 層 間 絶 縁 膜 ４ と 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７
が そ れ ぞ れ 複 数 層 積 層 さ れ 、 最 上 層 に は 保 護 膜 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ス ク ラ イ ブ
ラ イ ン 領 域 ２ に お い て は 、 半 導 体 チ ッ プ １ 側 の 一 定 距 離 以 内 の 領 域 、 シ ー ル リ ン グ ３ の ス
ク ラ イ ブ 側 の 一 部 で あ る チ ッ ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部 ９ の 領 域 の み 、 固 い 層 間 絶 縁 膜 ７
が 両 側 溝 の よ う に 除 去 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 す 半 導 体 装 置 の ダ イ シ ン グ で は 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 ２ の 中 間 部 で ダ イ シ ン
グ の ブ レ ー ド に よ り 半 導 体 ウ ェ ハ ー が 切 断 さ れ 、 各 半 導 体 チ ッ プ に 分 離 さ れ る 。 従 っ て 、
固 い 層 間 絶 縁 膜 ７ を 切 断 す る こ と に な る が 、 両 側 に 柔 ら か い 層 間 絶 縁 膜 ４ の み の 部 分 、 つ
ま り チ ッ ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部 ９ が あ る た め に 、 応 力 が 吸 収 さ れ 、 チ ッ ピ ン グ 及 び 切
断 面 の 内 部 剥 離 や ダ メ ー ジ を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 に お け る ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域 の 構 成 は 、 固 い 膜 と 柔 ら か い 膜 が 積
層 さ れ て い る も の を 細 片 化 す る 際 の 切 断 に 有 効 で あ り 、 Ｓ ｉ 半 導 体 、 化 合 物 半 導 体 や 半 導
体 以 外 の 電 子 部 品 に も 同 様 の 構 成 の 場 合 に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １   半 導 体 チ ッ プ
　 ２   ス ク ラ イ ブ ラ イ ン 領 域
　 ３   シ ー ル リ ン グ
　 ４   層 間 絶 縁 膜
　 ６   保 護 膜
　 ７   層 間 絶 縁 膜
　 ８   チ ッ ピ ン グ 及 び 内 部 剥 離 防 止 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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